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１．はじめに 

鶴見川流域では、1960 年代以降の急激な宅地化に伴

う洪水流出増に対処するために数多くの雨水貯留施設

が設置されており、その規模や構造形式は様々である。

雨水貯留施設は、当初は直下流の河川、下水道、排水

路に対する洪水調節を目的として設置されたが、近年

では鶴見川本川に対する洪水調節効果が期待されてお

り、雨水貯留施設の洪水調節効果を定量的に評価する

ことが必要とされている。 

著者は１）、２）、鶴見川流域に設置されている構造形式

や規模が異なる雨水貯留施設の洪水調節効果を定量的

に評価することを目的として、雨水貯留施設の存在を

組み入れた流出解析モデルを用いて流出計算を行った。

その結果、流出解析モデルの再現性は良好であること、

防災調節(整)池など規模の大きな施設に較べて、流域

貯留施設(校庭貯留、棟間貯留などの形式)と各戸貯留

施設(独立住宅の庭等への貯留形式)など規模の小さな

施設は、河川に対する洪水調節効果が小さいことが示

された。しかし、雨水貯留施設の貯水状態については

検討されていない。本報では、流出計算結果に基づい

て、構造形式別施設のピーク時における貯水量などの

雨水貯留施設の貯水状態と河川に対する洪水調節効果

について検討した結果を述べる。 

２．鶴見川流域の概要 

鶴見川は東京都町田市地先を水源とし、神奈川県の

横浜市と川崎市を流下しながら東京湾に注ぐ流域面積

235km２、幹線流路長 43km の丘陵地河川である。1958

年時点の宅地化率は 10%であったが、2000 年時点では

宅地化率は 85%である。2001 年時点で流域全体の設置

個数は 2,980、集水面積は 41 km２（流域面積に対する

割合は 17%、宅地面積に対する割合は 42%）、貯水容

量は 2,649,000m３(集水面積で除した貯水容量高 64mm)

である。 

３．雨水貯留施設の設置状況 

 関係機関から提供して頂いた資料に基づいて、雨水

貯留施設の構造形式を防災調節(整)池、流域貯留施設

および各戸貯留施設に分類し３）、構造形式別の設置数

と全貯水容量の経年変化を示すと図 1のようになる。

図 1によると、雨水貯留施設の設置数は 1980 年代以降

急激に増えている。2000 年時点では、3 つの構造形式

別の施設数が流域全体に占める割合はそれぞれ 1/3 で

あるが、各戸貯留施設や流域貯留施設の全貯水容量が

流域全体に占める割合は小さく、そのほとんどは防災

調節(整)池で構成されていることがわかる。 

４．雨水貯留施設の貯水状態と洪水調節効果 

（流出解析モデルの内容と計算手順は参考文献 1)を参

照）流出計算に必要な土地利用別の斜面諸量、河道断

面諸量および雨水貯留施設の構造諸量はデータベース

化されたものを使用する１）。なお、モデルパラメータ

の値は参考文献 1)、2)と同じである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 構造形式別施設の設置数と全貯水容量の 

経年変化(全流域) 
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  図 2 出水時における構造形式別施設の貯水量 

雨水貯留施設の構造形状は不明であるために、平面

が貯水面積 F の正方形箱型で底面付近の側壁に直径 D

の放流孔があるのとし，洪水吐きからの流出はないも

のとする。ここでは、末吉橋流域(流域面積 221km２)

を対象として検討した結果を述べる。 

 

 

 

 

 

 

 

 図 3 ピーク流量低減率と D2/Adの関係 

 

4.1 雨水貯留施設の貯水状態 

7 つの出水事例について流出解析した結果から、雨

水貯留施設内の計画高水位(H.W.L)に対する貯水量

Vdp と流出解析で求めた計算ピーク貯水位のときの貯

水量 Vdc との比較結果を、3 つの構造形式別に示すと

図 2のようになる。なお、図中には降雨ハイエトグラ

フも示した。図 2によると、計算ピーク貯水位に対す

る貯水量Vdcは計画高水位に対する貯水量Vdpを超え

ない状態(Vdp≧Vdc)で規模の大きな防災調節(整)池に

貯水されていること、貯水量の大きさは降雨の規模に

応じて変化していることがわかる。 

4.2 雨水貯留施設の洪水調節効果 

ここでは雨水貯留施設の洪水調節効果は、ピーク流

量低減率により評価する。雨水貯留施設が設置されて

いる場合と設置されていない場合のピーク流量の差を

雨水貯留施設が設置されていない場合のピーク流量で

除した値をピーク流量低減率とし、出水事例ごとのピ

ーク流量低減率と雨水貯留施設の規模を表示する無次

元量 D２/Adとの関係１）を図 3 に示す。図 3 によると、

ピーク流量低減率は雨水貯留施設の規模を示す無次元

量 D２/Adに応じて変化すること、また、降雨の規模の

影響を受けることがわかる。 
５．おわりに 
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